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1. システムの概要

◎ 患者様毎の預り残高管理（患者家族等より預かり、預り金の使用、預り残高）

◎ 病院側でのすべての預り金の現金・預金残高管理（現金出納表、預金出納表）

◎ 業者への支払管理（支払額・未払残高）

≪対象となる取引≫

現 金 預 金

掛 け

① 患者家族等より窓口預かり (現金入金)
② 患者家族、市等からの振込 (預金入金)
③ 物品等を現金で購入 (現金出金)
④ 売店等で掛けで購入 (掛け出金)
⑤ 退院時の現金清算 (現金出金)
⑥ 預金の預け入れ (預金預入)
⑦ 現金の払い出し (預金払出)
⑧ 売店等への現金支払 (現金支払)
⑨ 売店等への預金支払 (預金支払)購入等

患者家族等

①
⑤

③

④

⑦

⑥

⑨

②

⑧



2. システムの特長
（１）入出金データ入力

入出金データ入力には、患者別入力画面、患者共通画面、患者一括画面が用意されています。とくに複数患者で共通する取引（摘要）を入力する
場合には、患者共通画面、患者一括画面を使えば入力の省力化を図れます。

（２）患者残高照会
患者残高照会画面により、患者別の小遣い使用明細および残高を照会することができます。当月だけでなく、前月以前の情報も照会できますので、
単に現在の患者残高の問合せだけでなく、過去の小遣い使用に関する問い合わせにも対応できます。さらに、患者残高照会画面より、入出金デー
タの修正・削除を行うことができます。

（３）患者預金別管理
患者毎に預金口座を設けている場合に、次の運用パターンに対応しています。
①現金残高と預金残高がある場合（患者の預金口座より、前もって一部現金を引出しておき、日々の出金はその現金で行う）
②預金残高のみの場合（日々の出金は病院の現金で立替、月末等に患者の預金口座より立替分を引出し、病院の現金に補充する）

（４）病院預金別管理
患者からの預かり金を病院で一括管理している（患者預金別管理をしていない）場合に、小遣い現金出納表、小遣い預金出納表により、現金残高
預金残高管理が可能です。預金は複数口座の管理ができます。

（５）取引先（業者等）別入出金・支払管理
取引先別に一定期間（月間等）の入出金発生額の集計が可能です。支払業者等の取引先に対する支払額および掛け残高が把握できます。

（６）各種帳票出力
患者残高一覧表等の患者別帳票、摘要別入出金一覧表等の摘要別帳票、取引先別入出金一覧表等の取引先別帳票は、印刷指示を行う際の伝
票日付範囲指定により、過去に遡って出力することが可能です。またすべての帳票のＣＳＶ出力が可能です。

（７）その他
①患者家族等への送付用の小遣い帳の出力ができます。（窓付封筒に対応）
②患者マスタ登録時には、ＨＯＰＥ（富士通製 医療事務ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）より患者名、性別、患者住所等の属性情報を自動的に取り込みます。
③当システムは年次サイクルで運用しますが、伝票入力の伝票日付範囲を制限することにより“月次運用”も可能です。
④当システムは複数端末での運用が可能です。
⑤元号変更時の旧元号・新元号同時運用ができます。



（１）入出金データ入力
入出金データ入力には、患者別入力画面、患者共通画面、患者一括画面が用意されています。とくに複数患者で共通する

取引（摘要）を入力する場合には、患者共通画面、患者一括画面を使えば入力の省力化を図れます。

①患者別入力画面 最大１５明細（摘要）まで入力可能

②患者共通画面 最大９０患者まで入力可能

③患者一括画面 摘要は最大２０まで設定可能

※伝票入力時に対象となる患者指定可能



（２）患者残高照会
患者残高照会画面により、患者別の小遣い使用明細および残高を照会することができます。当月だけでなく、前月以前の情報も
照会できますので、単に現在の患者残高の問合せだけでなく、過去の小遣い使用に関する問い合わせにも対応できます。
さらに、患者残高照会画面より、入出金データの修正・削除を行うことができます。

患者指定 年月指定

患者別入力画面へ

※修正・削除

患者共通画面へ

※修正・削除

患者一括伝票修正面へ

※修正・削除



（３）患者預金別管理
患者毎に預金口座を設けている場合に、次の運用パターンに対応しています。
●現金残高と預金残高がある場合（患者の預金口座より、前もって一部現金を引出しておき、日々の出金はその現金で行う）
●預金残高のみの場合（日々の出金は病院の現金で立替、月末等に患者の預金口座より立替分を引出し、病院の現金に補充する）
※当システムの口座引落処理は、実際の銀行口座からの 引落ではありません。

《現金残高と預金残高がある場合》

①口座より現金の引出
※前もってシステム上「口座の出金」という“摘要”が用意されています。この
“摘要”を使用すると、「現金の入金」という伝票も自動的に作成されます。
②現金より出金

《預金残高のみの場合》

②現金より出金
※現金は一時的にマイナスとなります
③口座引落処理
※ある一定期間の現金のマイナス残高? 口座に振替

①

②

③



（４）病院預金別管理
患者からの預かり金を病院で一括管理している（患者預金別管理をしていない）場合に、小遣い現金出納表、小遣い預金出納表に
より、現金残高・預金残高管理が可能です。預金は複数口座の管理ができます。

現 金

銀行１

銀行２

銀行・・・

《患者からの預かり金》
①預金払出

①

②預金預入

②

③預金振替
③



（５）取引先別入出金・支払管理
取引先別に一定期間（月間等）の入出金発生額の集計が可能です。支払業者等の取引先に対する支払額および掛け残高が把握
できます。

支払

出金



（６）各種帳票出力
患者残高一覧表等の患者別帳票、摘要別入出金一覧表等の摘要別帳票、取引先別入出金一覧表等の取引先別帳票は、印刷指
示を行う際の伝票日付範囲指定により、過去に遡って出力することが可能です。またすべての帳票のＣＳＶ出力が可能です。



3. 画面・帳票一覧
入出金

伝票入力
入出金

伝票入力
（共通）

預金預入払出
伝票入力

小遣いﾃﾞｰﾀ
入力表

患者残高
照会

患者残高
一覧表

小遣い
現金出納表

小遣い
預金出納表

小遣い
入出金累計表 小遣い帳

患者台帳 摘要・患者別
ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

患者マスタ
保守

患者マスタ
一覧表

患者連絡先
一覧表

摘要マスタ
保守

摘要マスタ
一覧表

患者マスタ
保守２

取引先マスタ
一覧表

制御情報
保守

※患者単位 ※摘要単位
（1伝票最大90患者）

※病院単位 ※入力チェック用

① ② ③
④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

摘要別
入出金一覧表

患者一括
伝票入力

※摘要２０まで
指定可能

患者一括
伝票修正

※患者一括伝票
の個別修正

④

病棟別患者
残高一覧表

患者現在
残高一覧表

⑬

摘要別
入出金一覧表

（明細）

取引先別
入出金一覧表

⑭

患者別掛け
残高一覧表

銀行別口座
引落一覧表

患者別口座
引落一覧表

口座引落
処理

名称ファイル
保守

21

取引先マスタ
保守

患者一括摘要
一覧表

患者一括摘要
マスタ保守

病院預金先
マスタ保守

銀行支店
マスタ保守

患者預金別
開始残高セット

患者預金別
一覧表

領収書情報
Ｆ保守

23

22

24 27

26

25

28

29

31

30

32

33

34

35

36

37

38

39 40

随
時
処
理

日
次
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月
次
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理
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4. 運用の流れ

日次運用 随時運用 月次運用

入 出 金 デ ー タ入 力

小遣いデータ入力表

小遣い現 金 出 納 表

小遣い預金出納表

患 者 残 高 照 会

患 者 残 高 一 覧 表

各 種 マ ス タ 保 守

取引先別入出金一覧表

摘要別入出金一覧表

小遣い入出金累計表

小 遣 い 帳

・日次発生データ入力

・入力データチェック

・現金残高チェック

・預金残高チェック

・患者残高等問い合わせ対応

・摘要別金額発生額チェック

・現金、預金、掛けの月間入出金
発生額チェック

・患者家族等へ送付

患 者 台 帳

口 座 引 落

デ ー タ 退 避

・取引先別金額発生額チェック

年次運用

デ ー タ退 避

年 次 更 新



5. メニュー一覧


